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＜連絡事項＞

・特になし。
＜ベッドコントロール＞
・丸尾　貴史様～5月末日の退院予定を確定し、調整していきましょう。
・石井　幸子様～家族の了承を得て任意入院に切り替えられ次第、北病棟転棟の調整を進めていく予定です。ハロマンス注射実施後はさらに精神症状は落ち着き、退院要求を訴える言動や行動は見られなくなっています。しかし以前は離院行動が見られた方ですので、行動には注意して観察をしていきましょう。また、試験外泊の実施も検討していく予定です。
＜患者様連絡事項＞
・佐藤　ミツ子様～臨時薬7日分処方あり。リスペリドン中止となっています。
・竹洞　聡子様～臨時薬14日分処方あり。
・向平　希様～臨時薬14日分処方あり。

・山本　久美子様～臨時薬インヴェガ(3)1T×夕食後、レボトミン（25）3T×毎食後14日分処方あり。

・馬場　勝美様～臨時薬、酸化マグネシウム（330）3T　3×毎食後14日分とハップスター2袋処方あり。

＜要注目患者様ケース検討＞

・市川　真紀子様～エアロビクスには最近見学のみの参加状況となっています。様子を観察しながら、徐々にまた実践参加出来るよう声かけをしていきましょう。
・向井　敦子様～気分高揚的な言動や行動が見られています。早朝起床時にAユニットの他室訪問し、やや強引にお菓子を配る行動が見られているようです。起床後の行動を観察し、介入していきましょう。
・若松　澄子様～舌の突出、流涎著明のため、歯磨きの施行、口腔ケアを勧めていきましょう。
　　　　　　　
・澤口　利香様～他者交流あり。昼食を副食は全量摂取出来ています。トイレ回数日中は落ち着いています。今までは母の面会後に不穏となる傾向ありましたが、本日は落ち着いています。
・泉川　ケイ子様～朝昼食摂取せず。拒薬は見られていません。
・沼端　恵子様～朝から体重2kg増加、多飲水について継続して観察介入していきましょう。
・中山　真由美様～レストランで、トイレに間に合わず便失禁あり。スタッフに対して下膳時などに「邪魔」と言うことや、他者に対しても荒々しい言動が聞かれています。精神的不穏な言動や行動、身体症状などに配慮して観察を行い、対応していきましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
